




平成末期ころからのデジタル”内製”人材育成@秋田

オープンソース開発コミュニティのカルチャー
通信事業技術者のカルチャー

同業他社・異業他社の技術者間の繋がりが
疎く、出る杭が打たれやすい
製造業技術者にドーピング!
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経済産業省 中小企業課題解決促進事業
「ニューノーマル」に対応したデジタル関連部活に対する新たな支援モデルの検証

・IT部活成果が直接的に地域企業のデジタル化にも貢献できることで、
大会参加で勝利するのに匹敵するインセンティブ要因となり得る
・既に育成されている指導者レベルの産業界技術者が地元学校のIT部活
の支援を行うことで、デジタルに精通した教師不足が補完できる可能性
がある。
・地元企業の企業活動を知ることで、地元就業機会の創出にも寄与でき
る(人材流出激しい秋田にはメリット大)
・生徒の全く異なる視点からの指摘が、産業界のハッカソンに新風を吹
き込み、イノベーションを促進する可能性がある
・産業界と教育界という異分野の相互関係・共創関係により、互いに化
学変化・イノベーションが期待できる
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リアル工場(+α)ハッカソン課題提供企業

各種機器開発・設計・製造及び据付、新商品開発

数ミクロンオーダーの精密加工工程において、現場内温
度分布・温度変化による加工精度劣化を払拭したい。

リアル工場ご提供環境
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丸大機工(株)課題に対する高校生のソリューション

秋田県立仁賀保高等学校
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丸大機工(株)課題に対する高校生のソリューション

秋田県立仁賀保高等学校
後ほど発表していただきます。
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リアル工場(+α)ハッカソン課題提供企業

完全個室の入居者の安否をプライバシーを担保しつつ観視したい

建物外徘徊してしまう入居者を察知したい

リアル現場(α)ご提供環境
特別擁護老人ホーム ふるさと学び舎
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ふるさと学び舎課題に対する中学生のソリューション

由利本荘市立大内中学校
後ほど発表していただきます。 15



本実証事業は講習からハッカソン、成果システム完成までの全行程を
WebexやSlackなどのツールを用いたリモート環境下で実施した。
入力ミスなどの些細な事象へのきめ細かい対応がリアルタイムに出来ない
デメリットは感じられたが、それ以外に障壁を感じることはほぼ無かった。
逆に、メンターが学校に赴く時間や手間などが省かれたため、在宅からも柔
軟に対応することが可能であったため、実務や私用時間をさほど削がれるこ
となく関わることができたメリットの方が大きい。
ビジネスチャットツールであるSlackを活用したことで、参加生徒が自宅
から夜間に質問を問い合わせることも多く、気づいたメンターや他のハッカ
ソン社会人チーム参加者などが、すみやかに回答するシーンも見られた。
ニューノーマルに対応したことで得られたメリットの方が大きいと感じら
れる。
参加した各校からは、本事業と同等体制による生徒への活動支援の継続
を希望される声も聞こえてきているが、その際のソリューション開発に必
要となる機材とその調達に関わる資金、社会人メンターに対する報酬など
の金銭面に対するケアが必要であると感じられた。
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